







































































































































学年 問 題 通過亭生徒 学生
中学 ｢比例 ｣旧](1) 75.4 △89.I
の意味 E](2) 76.6 △91.5l
｢反比例｣ 回(1) 80.6 △90_7
の意疎 E](2) 90.9 △96,7
座標の意 B 933 977
1年 咲 B](2) 80.2 △93,0
比例の式､ E](1) 73.8 △ 98,4
グラフ の特徴 回 (2) 60.7 △90_7
午 一次関数の意味 E] 60.2 △89.7
一次関数 E] 76.9 △91.9
式の意 7一8 974
学 咲 回A 76.6 △98_3
2年 回B 71.8 △97.4
一次関数 回(1) 41.9 △83.6
の変化 回 (2) 〕6.2 △79.3
午 二次関数 E](1) 80.6 △94,3


















































































学午 問 題 通過率生徒 学生
午学1 変化に着目し､比例関係 を兄いだす 回 43_3 △52_7
比例の式 回 (1) 67_4 △98.4
を活用 し 回 (2) 69.1 △76,7
て考察
午学2 一次関数の関係 を見つける 回(1)① 44.3 △95,72 14 629
の式 を悟 回(2)② 24.2 △79.3
用 して考 回(3)① 53.7 △86.2
秦 回(3)② 46.9 △70,7
中学3午 二次関数の変化に着目する 回(1)① 75.7 ▼72,4瓦 469 △ 8.9
の式を用 回 (1) 65.8 △88.6
いて考察 也(2)① 65.1 △90.3






































CZJ3 特に ｢通過率｣の低い ｢数学的な見方
や考え方｣の問題
問題 生徒 大学生
B] 4 3 .3 52 7
E](2)① 1 4 .4 62.9
E](3)② 4 6 .9 70.7













































学午 問 迎亘 通過率生徒 学生
中学1午 比例 .反 E](1) 75_4 △89.】
比例の式表示 E](3) 64.7 △90.7
〕.0 93,8
比例の グラフ表示 良 (2) 78.2 △92.2
辛 -次関数 B](1) 44.5 △87,Iの式表示 2 533 94.8
早2午 回 (3) 50.7 △ lOO一次関数 B] 1 755 98,3
の グラフ表示 回 (2) 74.9 △98.3
午学3 二次関数 E](1) 80.6 △94.3
の式表示 E](2) 80.3 △95_9
巨にD 91 8,4
午 の グラフ 匡kZ) 90.7 △96,7


























































これらの ｢関心 ･意欲 ･態度｣に関する通過
率は､次の表4の通りである.
表4 ｢関心 ･意欲 ･態度｣に関する通過率
学年 問 題 通過率生徒 草生




比例の関係に関心を持ち､式表示 しよ うとする 8(2) 52.8 5S.1
中 一次関数 回 (1) 64.0 ▼54_3学 のグラフ 平行
2 に関心 を 傾き 32.3 △51.7
午 持 ち､特徴 を調べよ うとす 定数E](2)点 5.5406 △33.6▼ 7,1
る 9]片 36,5 T33.6
対称 2_0 ▼ 1.7
※第3学年は未調査
(2)通過率から見た学生の ｢関心 ･意欲 ･態
度｣に関する指導の資質 ･能力
自ら学び､考える力を育成する新しい中学校
｢数学教育｣では､｢関心 ･意欲 ･膿度｣を ｢基
礎的 ･基本的な学力｣と見なして重視している.,






















































































中学校数学 :第 1学年 ｢数量関係｣ に関する






















































E] 次のクラフは.正 し川 と反比例のグラフで4･











口 )Tが xの 日次開 放で 次の未の よ うな他をとってい る･
この とき.六の空 らんにあては まる敗を求めなさい｡
_∫ -4 -2 0 2 4 6
γ -7 -I 2 56･OC/0q
E] 】挟間 故 y=3x+4について グラフの傾 きと
tJ)片 をいい な さいO
川手~､:･十'こU]片 p/I7yD
(97･IQ/) (
E] 状の 各点は .′1次W故y-2x+3の グラフ上の点
であ る｡⊂=コ にあては ま る敗を苔 えなきい.
A(-5,園 )B(麺 .17 ,
L77/,Q/) L竹 lC/P)
回 状の 1枚関 敗に づいて.xの増加 且 が 4であ るとき
の yの)tH)H晶 を12め な さい｡
I
(I) y=言x~ 1
(2) ),- - 3x十 5
何 ′人の-〉入関 鞍の グ ラフをかきな さい8





回 状の削 lを3,た す一次W 故の式を三ドめなさい｡
川 ∫=r)の とき. )･=コで . Tが 5咽)日す ると yは2
Jf9JJ‖うる.
4〆.5%げ7/
('Z) I)ラ フ/)12点 (2,3),(-5,- 1日 を)alる｡
313_3ya(押
川 クラフ hld (I.- 2)を泊 り.Tg糊y=-3xに
平行 で あ る｡ lot7yo(/m,〆)
E] 右の団の長別ZABCDは .
樹が4ctTt.榊が6cmです.
点Pは 日か ら出免 して.辺BC





(I) yをxの式で表 し な さ い ｡
()C)#'i!;
.､壬'･,:,.:i?:埠
A′一 6cm一- ･､ D
([ 三 二 召
8＼xcm一今 C一
4'4 3 0Z cPi7L
(2日 1)で!Rめた式で.xに比例する部分と.定 位の部分








(1).(2)について .乳がつい たことをせきま しょう｡












回 状の岨今. ∫.yの附 を式に表 しなきい｡





E] W放 y=2i'lこついて . xのmrカ` 3から BまでLV
仙するときの変化の削合を求めなさい｡
変化の削合7ム70/.L172､絹)





y-iJ.. y-x7･ y-守 .































且 1から4まで触手をかいたカー ドが 川 ずつあ りま
千;言 崇 忘ふ.吉壬忘言ZTL: D E]E]E]
取りLbした順に左から右へ並べ
て 2けたの故を作 ります｡次の柁中を求めなさい｡
∩)その世故が帝政となる汀申
(2)その鎚故が 3のlg故となるは申
7フ7'i律
- 55-
